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研究成果の概要（和文）： マーク・トウェイン研究史において相対的に看過されてきた晩年期

に焦点をあて、その反帝国主義言説の分析をとおし、修辞の特徴ならびにその思想を考察した。

（１）アメリカ西部のほら話で育った彼のユーモアは、＜連想を生み＞また＜よく脱線する＞

その語りの中に生き続けるものの、（社会性・政治性が付与されて）変容する。（２）そうした

変容の思想的基盤を求めるならば、晩年の社会的・政治的洞察力に見出せるだろう。彼は、多

数の一般庶民の認識の成長に期待し、そこに歴史を動かす「ひとすじの希望」を抱くようであ

る。ここにみるトウェイン晩年の表現活動は、既存の晩年像に修正を迫るものだといえよう。 

 
研究成果の概要（英文）：This project focuses on a relatively neglected period in Mark 

Twain’s life and work, and specifically on the period at the turn of the century, 1890-1910. 

Complex as his last years might be, the picture of his last years I draw here might help 

readers to see a Mark Twain who is still quite active and not necessarily pessimistic over 

the future of our race. I discuss his rhetoric of anti-imperialism, mainly in his travelogue 

Following the Equator (1897) and his story “The Chronicle of Young Satan” (1969). Some 

conclusions that could be drawn include: (1) Although Twain’s humorous style of 

“associative” and “digressive” storytelling, which he learned from his early years in the 

West, is still alive, it has been transformed socially and politically. (2) That transformation 

is the result of a new phase of deep thinking, both social and political.  
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１． 研究開始当初の背景 

（１）マーク・トウェイン研究史に置いてそ
の晩年期の研究は、長い間相対的に看過され
てきた。その結果、複雑なトウェイン晩年像
はなお十分捉えきれない状況にあった。 

（２）ようやく、トウェイン晩年期に研究関
心が向けられるようになり、その中でも「世
紀転換期のトウェイン」を特集した Arizona 
Quarterly (Spring 2005) 誌中の諸論文は注
目に値した。また、2008 年「“The Mysterious 
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Stranger” 執筆 100 年記念シンポ」（於：エ
ルマイラ大学、Joseph Csicsila et al., eds., 

Centenary Reflections on Mark Twain’s 
No.44, The Mysterious Stranger [Columbia, 

Missouri: U of Missouri P, 2009]）、および
2009 年「マーク・トウェイン研究国際会議」
パネル・ディスカッション（於：エルマイラ
大学）等は当該分野における新しい貴重な先
行研究であり、進行中の議論だった。上記パ
ネル・ディスカッションには、私自身も参加
する機会を得て報告した。 

（３）前述の Arizona Quarterly 誌ゲスト・
エディターShelly Fisher Fishkin こそは、
「1999 年京都アメリカ研究夏期セミナー」
に文学部門基調講演に招聘したトウェイン
学者（合衆国マーク・トウェイン協会会長[当
時]、のち合衆国アメリカ学会会長）である。
同京都セミナー文学部門の計画立案および
テーマ設定に参画した私は、基調講演「世紀
転換期のアメリカとマーク・トウェインの歴
史意識」を同教授に依頼した。当該テーマの
重要さと面白さを改めて認識したのは、それ
を企画した我われだけでなく同教授自身で
もあった事が、京都セミナー後に出版された
上記 Arizona Quarterly 誌上特集「世紀転換
期のトウェイン」のゲスト・エディターを務
めていることからも推察できる。 

（４）「晩年のマーク・トウェイン研究」は、
じつは、1970 年代以来の私自身の研究テー
マであり、これまでその研究を続け、拙論を
公刊してきた。 

 

２． 研究の目的 

（１）マーク・トウェイン研究史において相
対的に看過されてきた晩年期に焦点をあて、
トウェイン晩年像の構築に積極的に寄与す
ることを目指す。 

（２）そのために、トウェイン晩年期の反帝
国主義言説を分析し、その修辞の特徴ならび
に思想を明らかにする。 
 

３．研究の方法 

（１）トウェイン晩年期にあたる世紀転換期
（1890‐1910）の作品をとりあげ、旅行記『赤
道に沿って』（1897）や、『不思議な少年三手
稿』（1969）他を中心に、その反帝国主義言
説の修辞をていねいに分析する。 
（２）そうした分析作業をとおし、諷刺の対
象を笑い飛ばす話術/修辞の特徴を明らかに
する。ひとつは、トウェインが若いころ学ん
だアメリカ西部のユーモアの系譜のなかで
考察し、その変容の様を検討する。いまひと
つは、その変容を生むウェインの思想的基盤
について考察する。 
（３）トウェイン晩年期の研究にきわめて有
益な新版『マーク・トウェイン自伝』第 1巻
（2010）を適宜参考にして本課題を考察する。 
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４．研究成果 
 本研究によって、以下の諸点を確認すると
ともに、トウェインの反帝国主義言説の修辞
について、つぎの 2 側面から結論を得た。成
果の全体を 4項目にまとめて記す。 
 
（１）旅行記『赤道に沿って』は、1895 年 7
月から 12 か月におよぶ世界一周講演旅行の
記録である。赤道に沿って地球を一周する旅
の第一目的が破産したトウェインの多額の
借財返済にあったため、この旅は、講演会の
参加者をできるだけ大勢獲得し、できるだけ
多くの収入をあげるべく企画され、その必要
性から、旅先には英語圏諸地域の植民地
（English speaking colonies）が選ばれた。
すなわち、オーストラリア、ニュージーラン
ド、セイロン、インド、マダガスカル、南ア
フリカ等である。この結果、皮肉なことに、
この旅は大英帝国植民地実態視察の内実を
もつことになる。この点を、まずは確認して
おくことが重要であろう。 
（２）赤道に沿って世界にひろがる植民地を
オーストラリア、インド、アフリカへと実地
に訪ねることは、もちろんトウェインにとっ
て初めての体験である。植民地原住民に対す
る偏見や差別意識をある程度なお抱えなが
らも、トウェインの反帝国主義、反植民地主
義の姿勢は、以後の執筆活動を見るにつけ、
この旅によって明確な輪郭をもち始めるよ
うである。訪問する先々で白人入植者に会い、
話を聴き、また文献や資料ならびに新聞記事
を読んで原住民支配の歴史を辿り、トウェイ
ンは白人文明への批判的認識をもつように
なるのである。アメリカを出国して、アジ
ア・アフリカを訪ねることによって、ついに
彼は、かつてのアメリカ南部奴隷制支配と、
目の前の植民地支配とが同根であること悟
るのだが、そのとき瞬時にして彼の脳裏に現
出したのは、50 年前のアメリカの奴隷虐待の
場面だった。1 年余に及ぶアジア・アフリカ
植民地「視察」の間に、トウェインの認識と
想像空間は地球規模のひろがりと、思想的な
深まりをもつようになっていくようである。 
（３）では、その反帝国主義言説はいかに表
現されるだろうか。大きなくくりでそれをひ
とことでいうなら、こう纏めることができよ
うか。すなわち、①アメリカ西部のほら話で
育ったトウェインのユーモアは、それが反帝
国主義言説であってさえ、その語りの中に生
き続ける。一見したところ＜くつろいだ＞そ
の語りは、＜連想を生む＞また＜よく脱線す
る＞スタイルである。だがそのユーモアには
社会性・政治性が付与され、それは変容する
のである。アメリカ西部のトール・テール(ほ

ら話)やホークス（ひとかつぎ）が、地球規模
にひろがる想像空間にあって、社会性・政治
性を付与されて、トウェインのユーモアの構
想は壮大なものになる。 

1896 年、旅の移動の船上で、トウェイン
は、＜真＞と＜偽＞の境界を撹乱する P.T.バ
ーナムによる「ほら話」（シェイクスピアの
生家を購入してアメリカに移築する企てに
より「一杯食わせる」話）のきわどいアナロ
ジーをすべり込ませて「ひとかつぎ」をした
後、旅行記は南アフリカの報告に入る。今度
は、大英帝国のケープ植民地首相セシル・ロ
ーズの＜真＞を装った＜偽＞の複雑な企み
（人かつぎによって軍隊の出動を謀り、トラ
ンスヴァール共和国併合を企図）をついに見
抜いてトウェインは笑い飛ばす。シェイクス
ピアの生家買収ならぬ、小さな国のダイヤモ
ンド鉱山の強奪（ほら話ならぬ、この世の一
大事件）である。トウェインの語り（物語る
＝嘘をつく）の中でバーナムはシェイクスピ
アの生家購入に成功するが、南アフリカで現
実に起こったジェイムソン事件では、その謀
略に失敗する。それにしても、世間の人びと
を操るその手口（＜真＞と＜偽＞の境界を撹
乱して語る「ほら話」）は何と似ていること
か。トウェインの笑いの構想はじつに壮大で
ある。西部のユーモアの伝統がグローバルな
コンテクストの中に取り込まれ、地球規模に
広がる植民地の現状を批判するというダイ
ナミックな変容が読みとれる。アメリカ西部
のユーモアを活用しながら、それを変容させ
るトウェインのストーリーテリング（物語を
話す/物語の話術/嘘をつく）は社会性・政治
性を具備することによって、語りの世界、表
現力はずっと大きくなるといえよう。こうし
て、トウェインの反帝国主義の修辞は彼の晩
年の思想を表現し、それを担いうるものにな
っていくと思われる。 

 一見したところ＜くつろいだ＞トウェイ
ンの語りについて、ジョン・カーロス・ロウ
は、じつはそこにはトウェイン自身の深遠な
狙いがあり、それによって根深い社会的偏見
を心理的変革によって効果的に変革するこ
とを目指していると指摘する。なぜならトウ
ェインは、根深い社会的偏見を理屈からだけ
では変えられないとの信念をもっていたか
らだという。こうしたロウの指摘は、本研究
でえられた上記結論を、角度を変えて補完し
てくれるものだと言えよう。 

 ②それでは、そうした変容はなぜおこるの
か。その変容を生み出すトウェインの思想的
基盤を検討すれば、晩年の彼の社会的・政治
的洞察力にいたりつく。『不思議な少年三手
稿』中の「少年サタンの物語」で「笑いの武
器」を提唱するトウェインは、その担い手に
大勢の一般庶民を構想しており、私の見ると
ころ、どうやら彼は多数の一般庶民の認識の



成長に期待する節があり、そこに歴史を動か
す「ひとすじの希望」を抱くようである。 

こうした活発な晩年のトウェインの表現
活動、ならびにそれを支える彼の思想は、既
存の晩年像に修正を迫るものだといえよう 
（４）最後に、旅行記が内包する理論上の問
題に触れておきたい。旅を記録する行為その
ものに内在する政治的行為としての意味を
考えれば、旅をして「記録する者」/「記録
される者」のあいだに横たわる越えがたい溝
は、「観察する者」/「観察される者」のあい
だの関係性や、「支配する者」/「支配される
者」のあいだの力関係が、帝国主義、植民地
主義と避けがたく結び着くことによって生
じてくる。こうした政治的行為としての意味
を少しでも認識すれば、旅行記は論理的に失
敗する運命にある。本旅行記に反帝国主義の
言説を書きこむことになったのも、また本旅
行記がトウェインの最後の旅行記になった
のも、トウェイン自身が、旅行記に内在する
内的矛盾を認識するに至ったからだろうと
考えられる。本旅行記以降、彼は、旅行をし
ても旅行記を書かなかった。ジョン・カーロ
ス・ロウや、ジェフリー・メイヤーズが、旅
行記としては、本書は失敗していると指摘す
るのも上記の理由からだろう。旅行記として
のジャンルを逸脱してまでも、アメリカの領
土的閉鎖空間を全地球的次元へと開いて見
せながら、トウェインは彼の議論を展開した
といえるだろう。 
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